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 昨年 9 月から 11 月にかけて埼玉県内では５例の CSF が発生しまし

た。実際に防疫作業を実施しての反省等を踏まえ、特定家畜伝染病（豚

コレラ、鳥インフルエンザ等）が発生した際により迅速且つ的確な防疫

対応を実施できるよう、下記のとおり防疫演習を開催します。是非、御

参加ください。 

 参加される方は、１月２９日（水）までに別紙に記入の上、FAX で

送付していただくか電話でご連絡ください。 
 

令和２年１月発行 No.３１-１２（緬山羊） 

埼玉県川越家畜保健衛生所 
電 話：049-225-4141 

F A X：049-226-9653 

緊急携帯 09０-7191-3473 

E ﾒ ｰ ﾙ：HUr254141@pref.saitama.lg.jpU    （（（（  

（夜間、土日祝日は緊急携帯に転送） 

１ 日時と場所 

  令和２年２月４日（火）１４：００～１６：００ 

  川島町役場庁舎大会議室 ２Ｆ 

   （川島町大字下八ツ林 870 番地 1） 

 

２ 内容 

(1) 特定家畜伝染病（豚コレラ、鳥インフルエンザ等）について 

(2) 県内豚コレラ発生時の対応状況について 

(3)【机上演習】県から豚コレラ又は鳥インフルエンザ等の疑い事例    

        の連絡を受理した市町等の対応について   

川越家保主催の防疫演習を行います 

mailto:r254141@pref.saitama.lg.jp


 

 

 

 今年の春節は 1 月 25 日（土）で、1 月 24 日（金）から 1 月 30 日（木）ま

での７日間が春節連休として定められています。春節を迎えるにあたりアジア地

域の人･物の移動が盛んになります。中国、韓国、ミャンマーなどでは口蹄疫の発

生が継続しているため、口蹄疫等の病原体の侵入リスクが高まります。 

 緬山羊飼養者の皆様におかれましては、ご自身を含む畜産関係者の口蹄疫等が

発生している国への渡航を自粛するほか、以下の項目について再度確認･徹底をお

願いします。 

１．衛生管理区域への病原体の持込み防止 
  ・関係者以外の立入を制限 

  ・物品、車両の消毒を徹底 

  ・踏込消毒槽による靴底消毒、長靴交換の実施 

 

２．特定症状を発見次第、家畜保健衛生所に通報 

 
 
 
「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律（家畜排せつ物
法）」では、家畜排せつ物の管理基準が定められています。このなかで、管理施
設の適正な管理とともに、「家畜排せつ物の年間の発生量、処理の方法及び処理
の方法別の数量について記録を行うこと」とあります。 
 簡単な方法で記録できる様式を今後配布する予定ですので、農場で記録し、
保存しておくようお願いします。（農林水産省ＨＰにも様式が掲載されていま
す） 
 

✎ 家畜排せつ物法に基づく記録を行いましょう 

春節に向けて防疫対策の強化を！ 



 
 

令和２年１月  日 
 
川越家畜保健衛生所 
家畜防疫担当 関根 行 
FAX：049-226-9653 
 

        氏 名：             
 
        連絡先：             
        （TEL） 

 
 川越家畜保健衛生所管内の特定家畜伝染病（豚コレラ､鳥インフルエンザ等）防
疫演習に出席します。 
 

 

 

 

 

 

    ※回答は、令和２年１月２９日（水）までにお願いします。 

日時：令和２年２月４日（火）１４：００～１６：００ 

会場；川島町役場庁舎大会議室 ２Ｆ（川島町大字下八ツ林 870 番地 1） 

 

畜種 市町名 出席者氏名 

   

別 紙 


